
医療イノベーション推進室の創設

平 成 23年 1月 7日

内閣官房医療イノベーション推進室

昨年6月18日に閣議決定された新成長戦略で1よ、「豆イフイノベーンヨンに
:よる健康大国戦略」を7つの戦略分野の一つと位置づけ、

‐
医療イノベーション

(医薬品1医療機器ゃ再生暉療をはじめとする最先端の医療技術の実用化等)

を促進し、国際競争力の高い関連産業を育成するとともに、その成果を国民の

水準の向上に反映 させ ることを目指 している。_医療 ・健康水準の向上に反映させることを目指している。_

このためt昨 年11月 8日に開催された 「新成長戦略実現会議」において  ヽ|

官房長官を議長とする 「医療イノベーシヨン会議」の設置を決定。同oO日 に

開催された 「第1回医療イノ|ベーション会議Jで は、我が国で早期に最先端の

に1ま、①医薬品、医療機器,・再生医療などの分

野ヽで、産学菅の連携による資源の戦略的集中投入を行うと共1手、②研究全二慶L

用化までを■貫して推進するための横断的口共通的な基盤を構築する等の取組

みが不可欠であることや、③このような取り組みは (数十年後も見据えた)中

長期的視点に立って強力かつ持続的口自立的に推進することが必要であり、そ二

⊇ためには内閣官房の下に推進母体となる組越が必要であること等で意見が一

致した。            | |

これを受けて、産学官か塾広く人材を集め、本日、オールジヤパ≧で医療イ

2.医 療イノベァシ ョン推進室の

医療イノベーション推進室は、10～ 20年 後、更には50年 後の世界的な医

重 技術動向も見据えて、国際競争力を持つ日本発の医薬品口医療機器 ・再生医 |

を目指す。

その際にt優 れた研究成果.を生かしたゲノム創薬や再生医療などの最先端医 .

療技術から、.町工場の持つものづくり力を生かした医療機器開発まで〔我が国

の 「強み」を最大限に生かして世界に通用する技術の実用lヒを目指していく。

る 「医療イノベ=シ ョン推進室」を、内

閣官房に設置した。
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そのために、主要な役割を担う文部科学省 口厚生労働省 日経済産業省の3省

の取り組みの縦割りを排除しtま た産学官が一体となうたオァルジヤパン体制

により、研究開発の基礎から実用化まで切れ目ない研究開発費の投入や研究基

盤の整備に取り組む。具体的には、各省の研究開発費の一体的な運用や、将来

のゲノム医療を見据えたデT夕ニベTスやバイオバンク等のナショナルレベル

での研究基盤の整備などに取り組む。

医療イノベーション推進室の体制は以下のとおり。

室  長 :中村祐輔教授 (東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター長)

室長代行 :岡野光夫教授 (東京女子医科大学先端生命科学研究所長)

田中耕―フ土ロー (島津製作所 由 中最先端研究所長)

次長以下は、産業界 (医薬品t医 療機器業界)、学界、官庁 (文部科学省、厚

生労働省、経済産業省)か らの出向者から構成する。

※医療ィノベーシヨンを推進する会議である、官房長官を議長とした 「・医療イノベーショ

ン会議」に関しても、今後、産業界 ・学界から以下のメンバニをオブザTバ ーとするこ

とも合わせて決定した (五十音順)。

荻野 和 郎 日 本医療機器産業連合会 会長                  :

嘉山 孝 正 国 立がん研究センター理事長          '.

近藤 達 也 医 薬品医療機器総合機構 (PMDA)理 事長

塩田 浩 平 京 都大学 冨1学長

末松
:誠

  慶 応義塾大学 医学部長

西川 伸 ‐ 理 化学研究所 発生'ご再生科学総合研究センター副センター長

橋本 信 夫 国 立循環器病研究セン̀ ター理事長

長谷り!1閑史 日 本製薬工業協会 会長

濱口 道 成 名 古屋大学 総長

松本洋一郎 東 京大学 副学長

矢崎 義 雄 国 立病院機構理事長

山田 信 博 筑 波大学 学長



中村 祐 輔  (な かむら ゆ うすけ)

1952年12月 8日

東京大学医科学研究所

ヒトゲノム解析センター長

ゲノムシークエンス解析分野 教 授

(別添)中 村室長の略歴

【氏  名 】

【生年月日】

【現  職 】

【職歴 口学歴】

1971年 3月

1977年 3月

1977年 6月

1981年 4月

1984年 10月

1987年 9月

1989年 9月

1994年 10月

1995年 4月

20054「  4月

2010年 4月

2010年 4月

【受賞歴】

1991年 10月

1992年 2月

1993年 1月

1995年 9月

1996年 11月

2000年 11月

2002年 10月

2004年 4月

2006年 7月

2010年 5月

大阪府立天王寺高校卒業

大阪大学医学部卒業 (医籍登録 :昭和 52年 6月 9日 )

大阪大学医学部付属病院 (第2外 科)

大阪大学医学部附属分子遺伝学教室研究生       `

米国ユタ大学ハワー ド・ヒューズ医学研究所研究員

米国ユタ大学人類遺伝学教室助教授

(財)癌 研究会癌研究所生化学部部長

東京大学医科学研究所分子病態研究施設教授

東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター長

(併任)理 化学研究所ゲノム医科学研究センター長(2010年3月 まで)

(併任)理 化学研究所 ゲ ノム医科学研究センター 特 別顧間

(併任)国 立がん研究センター 研 究所長

アメリカ合衆国メリニラン ド州名誉市民

高松宮妃癌研究基金学術賞

(財)癌 研究会学術賞

日本人類遺伝学会賞

武田医学賞

慶應医学賞

日本癌学会吉田富三賞   ｀

紫綬褒章

ブルガリア科学アカデミー会員

Human Genome Organizationi Chen Award fOr Distingulshed

Academlc Achievement in Human Genetic and Genomlc Research

これまでに 1,085本の英文論文を発表。これらは、Nature、Lancet、

Scienceを始めとする著名雑誌に掲載されている。



役職 氏 名 肩  書

室長 中村 祐輔 東京大学医科学研究所教授・ビトゲノム解析センタ‐長

室長代行 岡野 光夫 幕京女子医科大学黎寝・
無姉牛命暉科学研究所所長

室長代行
｀
日中 耕― 株式会社島津製作所フエロー・田中最先端研究所所長

常勤次長 藤原 康弘 独立行政法人国立がん研究センタT中 央病院富1院長

次長 ‐ 修 京都大学医学部教授

次長 門脇 孝 東京大学大学院医学系研究科教授・医学部附属病院副病院長

次長 澤 芳樹 大阪大学大学院医学系研究科教授

次長 妙中 義之 独立行政法人国立循環器病研究センター研究開発基盤センタニ長・研究所副所長

次長 立岡 恒良 内閣官房副長官補室 内閣審議官

次長 土屋 裕 エーザイ株式会社常務執行役・信頼性保証本部本部長

次長
=

高橋 俊雄 富士フィルム 専務執行役員 ヘルスケア事業統括本部長

常勤室員 浅野 武夫 オリンパス 医療戦略企画部医療戦略企画グル■プ グループリ
ー
ダT

常勤室員 岡本 光弘(欠席)

常勤室員 村越 正英 テルモ 研究開発センタ=商 品開発 部長代理

常勤室員 山本 精―郎

常勤室員 首藤 健治 内簡菅房医療イノベ冒ション推進堂企画官(厚労省)

常勤室員 八山 幸司 内閣菅量産蔚 ノベニジヨン推進堂企画官(経崖省)

常勤室員 渡邊 淳 内閣官房医療イノベーショシ推進室企画官(文科省)

常勤室員 中山 智紀 内閣責房医療イノo― ション準進室参事富補佐(厚労省)

医療イノベ■ショシ推進室(1月7自打ち合わせ参加者)



医療イノベーシヨン推進室(幹部名簿)

役職 氏,名 肩  書

室長 中村 祐輔 東京大学医科学研究所教授・ヒトゲノム解析センター長

室長代行 岡野 光夫 東京女子医科大学教授・先端生命医科学研究所所長

室長代行 田中 耕― 株式会社島津製作所フエロー・田中最先端研究所所長

常勤次長 藤原 康弘 独立行政法人国立がん研究センタ三中央病院副院長

次長 rlりヽ:| 修 京都大学医学部教授

次長 門脇 孝 東京大学大学院医学系研究科教授・医学部附属病院副病院長

次長 澤 芳樹 大阪大学大学院医学系研究科教授

次 長 妙中 義之 独立行政法人国立循環器病研究センタ‐研究開発基盤センタ■長・研究所副所長

次長 立岡 恒良 内閣官房副長官補室 内閣審議官

次 長 土屋 裕 エーザイ株式会社常務執行役:信頼性保証本部本部長

次 長 高橋 俊雄 富士フィルム 専務執行役員 ヘルスヶァ事業統括本部長



医療イノベーション体制図案 110107現 在

議 長 :  官 房長官

構成員:  関 係政務3役

オブザーバー:長 谷川 製薬協会長、荻野 医機連会長、嘉山 がんセンター理事長、

橋本 循環器センター理事長、矢崎 国立病院機構理事長、松本 東大副学長

浜口名大総長、塩田 京大副学長、末松 慶大医学部長、

山田筑波大学長、近藤 PMDA理 事長、

西川 理研発生・再生科学総合研究センター副センター長

事務局長:古 川 官房副長官

医療イノベーション推進室 ※1月z_里肇足

室長、室長代行、次長、4府省審議官 等

本

本

山
岸

がんセンター
  :: 首 藤 厚労省企画官(医

釜井 文科省補佐
斉藤 文科省補佐
橋本 厚労省補佐
宮田 厚労省補佐
岡  厚 労省事務官
林  厚 労省補佐
高江 厚労省補佐

:j 八山経産省企画

★赤字は週2～3日以上勤務

★黒字は非常駐

高江 厚労省補佐   :
蛭田 厚労省補佐  「
、太江.…内閣.官房補佐…r「

室長(内閣参与):中村 東大

室長代行:岡野 東京女子医大
田中 島津製


